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新年あけましておめでとうございます.本年は,本学会にとって創立75Jd

年を迎える記念すべき年であります.いろいろな記念行執 事某が計両されて

おりますが,とりわけ伺際交流九を金の設立は時兄を得た素晴らしい企画である

と憩います.

Lg際という言賃は,'nter-nat■onalの訳で,凶と国との問の交流を意味する

と考えるのが一般的であり,我々が同原学会などに行くときにも,n本を代演

しているという涼感が多少なりともあったと蜘 まヽす.今でもこうした忠誠は

火切ではありますが,La近では.岨際をトランスナショナル (trams-nat.onal)

と,･沢す例が増えてきたと恥 ＼ております. トランスナショナルとは.市民が阿

境を超えるという符の意味であり.I司際化時代(:生きる我々としては,白幽民

に対すると同じように,海外の人々との気幣な普段着での交流を目指すことが

大切であると思います

科?技術rTの鞍料によりますと,頼近の我が河の学術L-TP文のJL_鹿軌 按引m

故の,LLf料 こおけるシェアは,いずれも米国,イギリスに次いで節3位となっ

ております.また,その榊加の掛 ､は他に例を妃ない程急激なものであり,戟

がLxlの学術論文の水準は,既に仲非のトップレベルに達しているといえましょ

う.

しかしながら,国内で発行されるjLF術論文誌に発衣された.論文については.

海外で引用される機会が少なく.また,国内誌への海外からの役僧も少ないの

が現状です.世界のトップレベルの学術._n文を持ちながら.言語の確のために

トランスナショナルな交涼がrA等されていることは誠に残念なことです,

木′71会では,訪光輝の皆様が■flくからこのrll.J掛 こ取り組まれた怒射,今年1

11から英文論文誌の改革が行われることになりました.本'7･会誌が阿際的なpj:

術雑誌として広く認められるように努めることも,我が国における先潜的が芦

会である私どものii耕であると掛 ､ます.会員各位には.英文誌への横席的な

投崩をお願いすると共に,本学会誌が世界のリーディング･ジャーナルとして

ますます高い評価が得られますよう御協力をお願いして新年のごあいさつと致

します


